
 
 
 
 
開催日時：平成25 年6 月15 日（土）13：30～16：50  

開催場所：日本家政学会会議室 

出席者：久保田会長、石井筆頭副会長、牛腸副会長、平田副会

長、石原、猪又、今井、大塚、表、金子、河田、柴田、田

島、戸田、布施谷各理事、中島監事 

欠席者:石黒、小西各理事、小川監事 

議題  

【審議事項】 

１． 入会申し込み者について	
 
石井副会長より、資料5に基づき、平成25年4月20日～

6月15日の入会申込者の説明があり、満場一致で承認した。	
 

２．平成25年度日本家政学会代議員総会・第65回大会につ

いて	
 

平田副会長より、第65回大会が無事終了したことについ

ての報告とお礼の言葉があった。猪又理事より、資料6に基

づき参加者数等の説明があり、満場一致で承認した。	
 

３． 平成26年度以降の総会･大会開催について	
 
1）Ⅴ-4	
 -1 一般社団法人日本家政学会年次大会実行委

員会規約について	
 

	
 石井副会長より資料７-1に基づいて、第66回大会から事

前の参加申し込みは事務局が引き受けることと郵便局に口

座を設けるための「日本家政学会年次大会実行委員会規約」

が提案され、満場一致で承認された。また、資料７-2に基づ

いて、実行委員会と本部の役割分担、事前参加申し込み者に

参加証・領収書とともに要旨集も事前に送られることが説明

され、満場一致で承認した。	
 

2）第66、第67回大会について	
 	
 

第66回大会は北九州国際会議場で行われることが代議員

総会で承認されている。久保田会長より、第67回は東北・

北海道支部、第68回は中部支部、第69回は関西支部、第70

回は関東支部、第71回は中国･四国支部が担当することが提

案され、満場一致で承認した。	
 

４． 新年度の課題	
 
１）会長・副会長	
 

久保田会長より、学会の財務に関わる基本方針があげられ

た。公益目的支出は計画通り使うが、学会運営をするために

新しく貯めることが必要である。そのために、会費の見直し

や大会の活性化、支出の検討など健全財政に向けての見直し

が必要であると提案され、満場一致で承認された。	
 

２）企画・広報	
 

平田副会長より、資料8に基づき活動助成募集の条件の

明確化等を企画･広報委員会で図ることについて提案があ

り、満場一致で承認した。	
 

３）編集	
 

大塚編集委員長より、資料9-1に基づいて学会誌のシリ

ーズ原稿、震災ブックレットの電子書籍化を目指すことが

提案され、満場一致で承認した。また、電子ジャーナルが

2011年以降ないので早急に公開することを確認した。	
 

４）国際交流	
 

	
 表国際交流委員長より、引き続き大会時に国際交流講演会

を行うこと、学会誌に国際交流シリーズを掲載すること、7

月にARAHEがシンガポールで行われることが報告された。	
 

５）総務関係	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 石井副会長より、会員数の拡大に努め、会員へのサービス

として公益信託助成金で大会、国際学会への参加費、交通

費の助成を行うという提案があり、満場一致で承認した。	
 

６）財務	
 

	
 牛腸副会長より、昨年度の800万円の赤字および今後の見

通しの説明があり、会費の見直しおよび第67回以降の大会

参加費の見直しについて、満場一致で承認した。	
 

７）ホームページ	
 

	
 戸田ホームページ委員長より、ホームページから過去の会

長名・副会長名、大会、学会賞などを遡れるようにしたい

という提案があり、満場一致で承認した。	
 

８）刊行委員会	
 

	
 石井刊行委員長より、衣服の百科事典の刊行・編集委員会

（大塚委員長）を開催したこと、東日本大震災生活研究プ

ロジェクトの本の出版（資料9-2）についても刊行・編集委

員会（石井副会長）を立ち上げることが報告され、これら

の出版については、学会の収入になるように「家政学会編」

とすることについて満場一致で承認した。	
 

９）東日本大震災生活研究プロジェクト	
 

	
 久保田会長より、学会として引き続き東日本大震災生活研

究プロジェクトを支援する旨説明があり、満場一致で承認

した。	
 

５． 部会長の交代について	
 
平田副会長より、資料10に基づいて児童学部会長、食文

化研究部会長、服飾史・服飾美学部会長の交代が報告され、

満場一致で承認した。	
 

６． 役員選挙管理委員会より代議員数と理事候補者数の確
認	
 

石井副会長より資料11に基づいて各支部の理事候補者数

と代議員数が報告され、代議員は12月までに決める必要が

あることを確認した。	
 

７． その他	
 
石井副会長より7件の協賛依頼があることが報告され、満

場一致で承認した。	
 

【報告事項】 

１．退会申出者及び会員動向   

石井副会長より、資料12に基づき、6月15日現在の退会

申出者が21名であること等が報告された。	
 

２．支部関係 

関東支部；戸田理事、中部支部；石原理事、関西支部；柴

田理事、中国･四国支部；河田理事、九州支部；田島理事よ

り支部活動が報告された。	
 

３．総務関係	
 

	
 石井副会長より、規程集 p.123 に色彩･意匠学部会の規程

の施行の日にちが入ったことの報告があった。	
 

４．財務関係	
 	
 なし	
 

５．企画・広報関係  

 平田副会長より資料 14 に基づいて、部会からの意見・要望に

ついての説明があり、各部会の了解を得て HP に掲載したい旨

の報告があった。 

６．編集委員会  

大塚編集委員長より、学会誌の投稿規程「執筆要項の引用

文献の書き方についてはHPを参照」に変更する提案があり、

満場一致で承認したが、詳しくは編集委員会で検討すること
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とした。	
 

７．HP 委員会  

戸田委員長より、HPの更新状況について報告があった。	
 

８．国際交流委員会  

表委員長より、学会HPにIFHEの会費納入方法を掲載した

いという報告があった。	
 

９．その他	
 

１）事務局員に辞令交付された。	
 

２）牛腸副会長より生活科学コンソーシアムについて報告が

あった。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

以上	
 


